
ヒ
ロ
主
力
サ
ブ
ロ
ウ
旋
回
嘉
三
郎

訴
は
直
久
。

滞
の
老
臣
本
多
氏
に
仕
へ
て
従
組
に
斑
し
た
。
人
と

お
り
槌
厚
。
明
治
四
年
十
一

且
同
志
の
放
主
本
多
政

均
の
仇
を
報
ぜ
ん
と
し
た
崎
、
第
三
郎
兵
役
に
服
し

て
能
膏
七
尾
に
在
っ
た
が
、内
報
を
得
て
直
に
開
。
、

ヒ
ロ
・セ
ヒ
コ
ノ
シ
ン
慶
溺
彦
選
医
長
七
年
矢

併
右
衛
門
の
辿
知
百
五
十
石
を
製
ぎ
、
九
年
班
十
石

を
加
へ

、
後
更
に
百
石
を
泊
し
、広
治
二
年
間
但
し
た
。

ヒ
ロ
セ
マ
ザ
ト
シ
鹿
瀬
政
敏

週
明
梢
勘
右
衛
門
。

大
小
持
組
に
班
し
た
o
元
治
の
段
、
政
敏
凶
取
に
蹴

し
て
談
論
し
た
る
そ
以
て
、
入
且
そ
の
家
に
銅
せ
ら

れ
た
が
、
こ
の
時
阪
に
病
み
、
獄
未
だ
成
る
に
及
ば

ず
し
て
九
月
叶

一
日
間
担
O

U
千年
叶
八
o
大
正
十
五
年

四
且
硝
凶
紳
祉
に
A
H

円
相
せ
ら
れ
た
。

ヒ
ロ
セ
ヨ
ソ
ベ
エ

廃
瀕
血
一
三
兵
衛
父
は
狩
野

小
兵
衛
。
奥
三
兵
術
外
祖
父
の
設
ふ
既
と
な
る
を
以

て
、
氏
を
改
め
て
鹿
翻
と
い
ひ
、
前

m利
治
に
仕
へ

て
御
異
風
と
な
り
、
知
行
百
三
十
石

・
料
三
十
石
を

領
し
た
。
子
係
相
綴
い
で
務
に
仕
へ
る
。

ヒ
ロ
セ
口

9
Z
モ

ン

庚

瀬
六
右
衛
門

初
め
て

前
川
利
作
品
に
仕
へ
た
o
子
耳
目
指
仙
に
附
裂
す
る
。

ヒ
ロ
タ
カ
度
高

加
賀
の
万
工
。
越
前
伯
笛
守

際
原
節
商
の
嫡
子
で
、
寛
永
頃
こ
の
凶
に
来
住
し
、

天
和
の
初
越
中
魚
搬
に
去
っ
た
。

加
州
腹
膜
民
高
と

切
る
。

三
年
前
回
利
家
に
仕
へ
、
百
去
十
石
た
領
し
、
座
長

七
年
夜
、
子
孫
相
綴
い
で
続
に
仕
へ
る
。

ヒ
ロ
セ
ノ
リ
ヤ
ス
鹿
瀬
矩
保

辺
穂
留
三
郎
・欣

左
衛
門
。
党
政
六
年
養
父
助
左
衛
門
の
川
副
知
百
五
十

石
を
製

g
、
改
作
泰
行

・
御
勝
手
方
御
用
に
任
じ
、

文
政
三
年
一
則
前
に
昇
旬
、
五
十
石
を
加
へ
、
天
保
一
五

年
御
榔
奉
行
策
政
一作
奉
行
と
な
り
、
後
定
番
御
馬
廻

番
閉
山
に
混
ん
だ
。

ヒ
口

廿コ一
日
菅
野
剣
吉
を
討
っ
た
。
芳
年
十

一
月
四
日
自

裁
を
命
ぜ
ら
れ
た
階
、
年
廿
問
。

ヒ
ロ
タ
シ
ヤ
旋
回
世

以
来
榔
小
伊
勢
の
郎
訴

か
ら
西
南
の
国
間
中
に
在
る
。
式
内
等
部
社
記
に
、

『
臥
京
比
古
前
枇
、
式
内
一
座
、
大
庭
庄
小
伊
勢
村
地

内
銀
座
。
稽
=
平
田
明
榊
一
或
云
凶
聞
社
。
笛
枇
地
4
H

一
一
削
除
北
方
、
mmz日
間
宮
一
地
是
也
o
中
古
合
=
併
子

小
伊
勢
領
制
問
答
。
』
と
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
式
内

邸
主
比
古
別
世
で
あ
る
か
否
か
は
艇
殺
を
得
ぬ
。

ヒ
目
安
ノ
ブ
ナ
リ
庇
田
信
成

臥
王
制
字
削
抽
出

川
の
肝
煎
で
、
遇
制
柑
を
大
製
品
帯
同
国
八
郎
右
術
門
と
い

ひ
、
お
与
を
江
戸
の
内
側
広
淵
に
習
ひ
、
文
政
十
三

年
正
且
筑
多
耐
駐
に
車
中
断
聞
し
た
。
天
保
十
三
年
十
一

且
平
年
四
十
三
で
問
問
。

ヒ
回
生
ヰ
イ
チ
ロ
ウ
庚
回
亥
一
郎

大
型
寺
の

λ
。
前
は
成
信
。
天
保
十
三
年
イ
用
生
。
釘
問
中
を
梓

川
治
活
に
受
け
、限
延
元
年
十
九
訟
で
皆
川
悶
を
斜
た
。

明
治
二
年
金
部
に
出
で
側
担
者
慰
び
、
三
年
東
京
に

移
り
、
四
年
九
且
桜
軍
兵
取
出
引
の
枠
お
敬
授
と
な
っ

た
が
、
三
年
の
後
断
出
宇
一
得
て
郎
郷
し
た
。
そ
の
若

に
祥
筑
階
梯
が
あ
る
。

十
ご
年
二
且
日
四
日
三
十
八

訟
を
以
て
間
目
。

ヒ
ロ
ヅ
カ
魔
塚

河
北
部
禅
師
附
近
に
在
る
。

覧
延
元
年
そ
の
地
の
制
人
河
合
見
風
が
、
古
来
院
援

と
い
ふ
も
の
が
、
冷
山
市
岱
腕
の
加
で
あ
る
と
一言
ひ
出

し
た
所
か
ら
、
初
め
て
お
院
の
後
筒
お
村
に
知
ら

れ
、
明
利
ご
年
同
岬
村
が
そ
の
次
第
を
認
し
て
知
的
の

別
出
願
寺
に
納
め
た
冷
泉
家
之
担
と
闘
す
る
一
一
樹
は
、

今
も
同
寺
に
磁
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
爺
し
お
肢
は
大
永

六
年
七
隠
な
る
白
山
総
総
の
城
中
に
鈍
じ
た
の
で
あ

る
か
ら
、
そ
の
墳
が
総
幡
に
在
る
と
い
ふ
の
は
了
解

に
苦
し
む
腕
で
、
今
一
〈
殺
訟
で
あ
ら
う
と
思
は
れ

る
。
一
訟
に
、
弘
願
寺
は
も
と
七
尾
附
近
の
古
府
に

ヒ
ロ
ツ
グ
康
次

と
切
る
。
永
政
切
一
。

ヒ
ロ
ハ
シ
イ
ツ
ザ
イ

底
橋

一
驚
腕
概
内
大
臣

鍛
勝
の
子
で
、
前
倒
利、
M
に
仕
へ
た
。
一

昨聞の
子
市

川
即
右
衛
門
栄
通
に
妄
り
野
崎
氏
を
挺
し
た
。

ヒ
ロ
ハ
シ
ゴ
ダ
ユ
ウ
庚
橋
五
太
夫

大
型
寺
期
間

士
。
前
凶
利
切
の
時
、
老
臣
耐
谷
内
憾
に
悩
う
て
、

矢
肌
川
町
間
水
の
見
市
細
川
叫
に
従
都
し
た
と
い
ふ
が
、

今
持
仰
を
得
ぬ
。

ヒ
ロ
ヲ
カ
廃
岡

石
川
部
戸
板
郷
に
臨
す
る
地

で
、
問
削
回
附
村

・
ル
山
田
山
附
村
の
一
一
部
古
川
に
分
か
れ
て

ゐ
る
。

陪
た
の
で
、
そ
の
頃
鈎
踏
を
等
叫
に
界
っ
た
の
で
あ

る
が
、
弘
阪
寺
が
冷
円
市
内
帥
織
の
女
札
叱
婆
っ
た
関
係
か

ら
、
そ
の
出
帽
に
斡
じ
た
際
総
断
の
加
を
も
移
し
た

の
で
あ
ら
う
と
い
ふ
。
し
か
し
弘
願
寺
が
古
府
に
在

っ
た
こ
と
そ
諮
問
し
得
る
も
の
は
一
も
な
〈
、
日
つ

附
一
慌
が
出
附
の
弘
阪
寺
と
除
制
怯
隔
雄
し
た
位
箇
に
あ

る
の
だ
か
ら
、
こ
の
設
の
如
き
は
全
く
信
じ
得
ぬ
。

ヒ
ロ
ヅ
カ
サ
イ
キ
旗
塚
細

記

河

北
郡
棚
橋
な

る
清
水
八
郎
官
の
側
に
あ
っ
て
、
恩
人
の
際
探
と
抑
制

し
た
も
の
は
、
冷
山
拭
お
肢
の
治
協
で
あ
る
こ
と
を
、

町
廷
の
初
に
子
孫
冷
出
剤
師
品
村
が
聞
い
て
、
明
利
二
年

石
仰
を
建
つ
ろ
に
来
っ
た
次
第
を
、
犯
村
の
お
い
た

も
の
で
、
出
師
弘
町
附
寺
及
び
石
励
山
天
平
寺
に
納
め

た
の
で
あ
る
。
本
初
天
保
元
年
に
白
諮
傑
人
倫
育
門
附

旧
民
)
の
お
し
た
も
の
は
、
お
山
山
一
械
の
制
記
と
題
し

て
ゐ
る
。

ヒ
ロ
ヲ
カ
ウ
ヂ
弘
同
氏

館
車
分
脈
に
、
林
六

郎
光
明
の
弟
盟
問
五
郎
光
成
の

ご
男
弘
間
三
郎
利

成
、
そ
の
子
問
問
州
隙
次
重
光

・
同
小
三
郎
利
光
が
あ

ヒ
ロ
ヲ
カ
廃
岡

凶
豆
郡
櫛
比
庄
に
臨
す
る
部

前
問
。

加
到
の
万
工
。
加
州
住
防
次

ヒ
ロ
ヲ
カ
サ
ン
ノ
ウ
廃
岡
山
王

l
ヒ
ラ
ヲ
カ

ノ
ジ
ン
ジ
ヤ
平
附
野
耐
刷
。

ヒ
ロ
ヲ
カ
ザ
ン
ノ
ウ
Z
チ
庚
岡
山
主
活

金
部

中
総
か
ら
平
附
旧
日
制
耐
に
烹
る
道
路
で
、
こ
の
前
枇

は
初
め
悶
悶
山
王
と
都
し
た
か
ら
の
名
で
あ
る
。
今

は
日
昔
町
と
い
ふ
。

ヒ
ロ
ヲ
カ
マ
チ

廃
岡
町

金
怖
の
川
名
。
元
職

丸
年
の
地
子
町
肝
煎
鶴
市
川
附
に
、
折
控
町

・
腕
同
町

と
見
え
、
附
郡
昌
披
問
答
に
も
、
民
間
町
・悶
諮
問
・

古
道
町
と
抽
出
べ
載
せ
て
あ
る
。
年
代
披
裂
に
、『h
r
保

十
ご
年
六
月
北
町
閲
村
新
家
阪
之
逝
建
之
。
』
と
見
え

る
か
ら
、
そ
の
頃
阪
に
依
り
て
村
地
を
読
込
み
町
家

を
建
て
た
も
の
で
あ
ら
う
。

ヒ
ロ
ヲ
カ
リ
ヨ
ウ
ェ
イ

.康
隆

7
鑓

芋
は
戒
忽
、

法
名
は
現
了
、
開
制
院
と
山
配
し
た
、
羽
咋
郡
大
問
真

宗
来
援
願
行
寺
下
法
の
京
子
。
初
め
開
得
院
・法
院
に
、

次
い
で
開
悟
院
綴
艇
に
思
び
、
弘
化
元
年
臥
主
市
町

附
減
m
M
寺
の
了
長
に
養
は
れ
、
依
り
て
民
陵
氏
を
四
回

ヒ
ロ
ヲ
カ
オ
チ
ヤ
ノ
ミ
ヅ

底
岡
御
茶
水

石
川

郡
北
民
間
放
生
寺
の
後
な
る
小
路
の
従
来
脇
に
在

る
。
茶
道
家
な
ど
名
水
と
し
て
れ
翫
し
、
前
倒
利
九
日
山

の
頃
か
ら
元
験
中
ま
で
之
を
御
脱
水
に
汲
み
用
ひ
し

め
た
。
も
と
は
走
。
引
で
あ
っ
た
が
、後
水
勢
摂
円
、

名
水
の
名
も
亦
綴
れ
た
。

ヒ
ロ
ヲ
カ
ゴ
コ
ウ
ト
ウ
庭
問
五
香
湯

石

川

山

北
邸
附
な
る
王
呑
屋
か
ら
間
以
出
し
た
産
前
産
後
の
誌

で
あ
る
。
も
と
小
立
野
奥
村
氏
の
家
問
村
山
氏
山
側

方
で
あ
っ
た
も
の
で
、
民
間
の
五
呑
屋
で
は
、
一

hn

の
う
ち
上
牢
は
本
家
、
下
車
ι

は
支
家
で
交
換
に
設
問

し
た
。

る
。
石
川
郡
能
附
討
を
領
し
た
人
で
あ
ら
う
。
こ
の

中
三
郎
利
成
は
白
山
富
の
長
夜
大
夫
法
栂
成
舜
で
あ

旬。。

七

一


